
１
月

日
、
東
京
地
方
裁

23

判
所
は
、
平
成

年
（
ワ
）

23

第
１
９
６
１
４
号
「
減
給

処
分
無
効
確
認
等
請
求
事

件
」
（
通
称
「
報
復
処
分
撤

回
裁
判
」
）
で
原
告
（
東
京

第
二
運
輸
所
分
会
斉
藤
書
記

長
）
に
対
す
る
減
給
処
分
は

無
効
と
い
う
判
決
を
言
い
渡

し
ま
し
た
。

２
０
１
１
年
２
月
３
日
、

出
勤
し
た
斉
藤
書
記
長
に
対

し
、
管
理
者
が
乗
務
点
呼
終

了
間
際
に
突
然
「
酒
の
臭
い

が
す
る
」
と
騒
ぎ
立
て
、「
酒

気
帯
び
」
を
デ
ッ
チ
上
げ
ま

し
た
。
周
り
に
い
た
人
か
ら

も
誰
一
人
臭
い
と
言
う
人
は

い
な
く
、
ア
ル
コ
ー
ル
検
知

器
で
２
回
検
査
し
て
も
基
準

値
以
下
で
し
た
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
会
社
は
乗
務
を
降

ろ
し
、
翌
日
日
勤
を
指
定
し
、

２
月

日
「
減
給
」
処
分

16

を
発
令
し
た
の
で
す
。
斉
藤

書
記
長
は
、
処
分
の
取
り
消

し
を
求
め
、
６
月

日
提
訴

14

し
ま
し
た
。

新
幹
線
地
本
は
、
勝
利
判

決
を
受
け
、
「
報
復
処
分
撤

回
裁
判
勝
利
報
告
集
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
裁
判
傍
聴

及
び
集
会
に
は
約
１
０
０
名

の
組
合
員
・
Ｏ
Ｂ
が
結
集
し

ま
し
た
。
長
島
弁
護
士
か
ら

は
、
判
決
文
の
説
明
で
「
処

分
は
懲
戒
権
乱
用
で
あ
っ

た
。
会
社
が
描
い
た
酒
気
帯

び
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
崩
れ
、

会
社
の
主
張
は
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
」
と
報
告
さ
れ
ま
し

た
。斉

藤
書
記
長
は
こ
の
間
の

闘
い
の
支
援
・
連
帯
へ
の
お

礼
と
、
今
後
も
会
社
の
理
不

尽
と
闘
う
決
意
を
述
べ
ま
し

た
。
裁
判
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

代
表
し
て
庭
山
分
会
長
は
、

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、

全
分
会
に
お
邪
魔
し
、
共
に

議
論
を
つ
く
り
上
げ
て
き

た
。
組
織
全
体
の
闘
い
で
裁

判
が
勝
利
し
得
た
」
と
挨
拶

し
ま
し
た
。
集
会
終
了
後
は
、

参
加
者
全
員
で
勝
利
の
美
酒

を
交
わ
し
ま
し
た
。

ま
た
、
本
部
は
１
月

日
、

24

会
社
に
斉
藤
書
記
長
へ
の
処

分
撤
回
及
び
謝
罪
、
控
訴
断

念
を
要
求
す
る
「
東
京
地
方

裁
判
所
の
判
決
に
対
す
る
申

し
入
れ
」
（
『
申
第

号
』
）

27

を
提
出
し
ま
し
た
。

ポ
ス
タ
ー
。
経
済
、
教
育
、

外
交
、
安
心
、
新
し
い
日
本

を
取
り
戻
す
ら
し
い
。
言
う

ま
で
も
な
く
、
自
民
党
は
憲

法
９
条
を
改
悪
し
て
、
自
衛

隊
を
「
国
防
軍
」
に
、
原
発

の
再
稼
働
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
な

ど
、
民
衆
の
意
と
反
す
る
政

策
を
目
論
ん
で
い
る
▼
政
策

と
取
り
戻
す
も
の
を
照
ら
し

合
わ
せ
る
と
、
イ
メ
ー
ジ
が

沸
く
だ
ろ
う
。
経
済
と
は
、

葛
西
会
長
が
何
度
も
主
張
し

て
い
た
原
発
で
の
経
済
立
て

直
し
。
教
育
と
は
、
戦
前
の

軍
国
主
義
教
育
。
外
交
と
は

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ
る
米
追
随
型
の

深
度
化
。
安
心
と
は
、
財
界

人
が
潤
う
世
界
。
庶
民
に
と

っ
て
は
全
く
無
縁
で
あ
る
▼

安
倍
首
相
は
「
２
％
の
イ
ン

フ
レ
を
目
指
す
」
と
し
て
い

る
。
そ
の
一
方
で
経
団
連
は

「
賃
上
げ
は
ナ
ン
セ
ン
ス
」

と
ば
か
り
に
、
賃
金
抑
制
攻

撃
を
か
け
て
き
て
い
る
。
２

％
物
価
が
上
昇
し
て
も
、
賃

上
げ
が
ゼ
ロ
な
ら
、
生
活
は

ま
す
ま
す
苦
し
く
な
る
。
消

費
は
更
に
後
退
す
る
▼
今
の

と
こ
ろ
、
安
倍
政
権
は
強
行

的
に
打
っ
て
は
出
て
こ
な
い

様
子
だ
。
次
期
参
議
院
議
員

選
挙
を
控
え
、
猫
を
か
ぶ
っ

て
い
る
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
は

強
硬
姿
勢
に
出
る
こ
と
は
明

ら
か
だ
▼
安
倍
政
権
が
目
論

ん
で
い
る
こ
と
を
、
ど
ん
ど

ん
広
め
て
い
こ
う
。
内
実
共

に
大
政
翼
賛
会
に
な
っ
て
か

ら
で
は
遅
い
。
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末
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新
幹
線
地
本
は
、
１
月
20

日
北
区
滝
野
川
会
館
で
２
０

１
３
年
新
春
旗
開
き
を
開
催

し
ま
し
た
。
司
会
は
、
森
谷

副
委
員
長
が
行
い
ま
し
た
。

成
田
委
員
長
は
年
頭
所
感

で
、
「
①
原
発
労
働
者
を
お

迎
え
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、

体
調
不
良
で
残
念
な
が
ら
欠

席
と
な
っ
た
。
反
原
発
の
闘

い
を
推
し
進
め
て
い
く
。
②

昨
年
の
衆
議
院
議
員
選
挙

で
、
私
た
ち
は
山
崎
誠
氏
と

小
林
正
枝
氏
を
推
薦
し
て
闘

っ
た
。
し
か
し
、
権
力
と
マ

ス
コ
ミ
の
操
作
で
自
民
党
が

圧
勝
し
た
。
夏
の
参
議
院
議

員
選
挙
で
は
し
っ
か
り
闘

う
。
③

日
に
は
報
復
処
分

23

撤
回
裁
判
の
判
決
が
出
る
。

会
社
は
原
告
の
斉
藤
さ
ん
の

年
休
発
給
を
妨
害
し
た
。
弁

護
士
を
通
じ
て
被
告
側
弁
護

士
に
抗
議
す
る
と
、
す
ぐ
に

年
休
が
発
給
さ
れ
た
。
地
本

は

日
に
会
社
に
抗
議
す

21
る
。

日
に
は
美
酒
を
飲
も

23

う
。
④
出
向
先
会
社
と
の
団

体
交
渉
が
実
現
し
た
。
し
か

し
、
会
社
（
Ｊ
Ｒ
東
海
）
と

の
団
体
交
渉
は
で
き
な
い
。

実
現
の
た
め
に
闘
う
。
⑤
検

修
体
制
の
見
直
し
、
『
専
任

Ⅴ
』
、
山
本
さ
ん
の
出
向
問

題
、
若
い
人
た
ち
に
関
係
す

る
問
題
な
ど
、
私
た
ち
が
労

働
者
の
利
益
の
た
め
に
闘
っ

て
い
く
」
と
訴
え
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
、
本
部
淵
上

委
員
長
、
田
城
郁
参
議
院
議

員
、
山
崎
誠
前
衆
議
院
議
員
、

渡
辺
弁
護
士
、
伊
藤
地
本
Ｏ

Ｂ
会
長
、
佐
藤
政
雄
元
本
部

委
員
長
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
挨

拶
を
受
け
ま
し
た
。
続
い
て
、

東
京
第
二
運
輸
所
分
会
斉
藤

書
記
長
が
、
報
復
処
分
撤
回

裁
判
の
闘
い
に
つ
い
て
報
告

し
ま
し
た
。

ま
た
、
「
福
島
第
一
原
発

―
作
業
員
に
何
が
」
の
ビ
デ

オ
上
映
を
行
い
ま
し
た
。

報
復
処
分
撤
回
裁
判
勝
利
！

職
場
か
ら
の
闘
い
で
組
織
強
化
・
拡
大
を
！

各
地
本
で
２
０
１
３
年
新
春
旗
開
き
開
催

新
幹
線
地
本

勝利の喜びを報告する東二運分会斉藤書記長



静
岡
地
本
は
１
月

日
、
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旗
開
き
を
開
催
し
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
秋
山
副

委
員
長
は
「
①
衆
議
院
議
員

選
挙
で
静
岡
地
本
は
最
大
限

取
り
組
ん
だ
。
し
か
し
、
自

民
圧
勝
で
安
倍
政
権
が
で
き

た
。
次
期
の
参
議
院
議
員
選

挙
に
は
、
自
民
党
の
勝
利
を

さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
②
専

任
社
員
の
制
度
が
変
わ
り
、

全
て
の
社
員
が
働
け
る
よ
う

に
な
っ
た
。
し
か
し
、
会
社

は
『
専
任
Ｖ
』
を
つ
く
り
、

誰
も
が
対
象
と
な
る
。
廃
止

の
闘
い
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
③
オ
ス
プ
レ
イ
や
浜

岡
原
発
の
課
題
が
あ
り
、
連

帯
の
闘
い
が
必
要
だ
。
④
職

場
問
題
と
し
て
、
遠
距
離
通

勤
解
消
に
向
け
取
り
組
ん
で

い
く
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
、
本
部
淵
上

委
員
長
、
小
林
正
枝
前
衆
議

院
議
員
、
鍋
島
地
本
Ｏ
Ｂ
会

長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
を
受

け
ま
し
た
。

続
い
て
、
学
習
と
し
て
専

任
社
員
制
度
の
変
更
に
つ
い

て
、
資
料
の
読
み
合
わ
せ
と
、

本
部
本
橋
業
務
部
長
か
ら
の

捕
捉
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
多
く
の
発
言

が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

各
分
会
の
決
意
表
明
の

後
、
渡
辺
書
記
長
は
「
『
専

任
Ⅴ
』
の
不
当
性
が
発
言
に

よ
り
全
体
で
確
認
で
き
た
。

こ
の
学
習
や
情
報
を
広
め
て

い
こ
う
」
と
ま
と
め
、
旗
開

き
を
終
了
し
ま
し
た
。

来
賓
に
は
、
淵
上
本
部
委

員
長
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
労
組
東
海

地
本
細
川
委
員
長
、
原
地
本

Ｏ
Ｂ
会
長
、
鉄
道
フ
ァ
ミ
リ

ー
加
藤
誠
二
さ
ん
、
楠
前
関

ヶ
原
町
議
、
東
濃
リ
ニ
ア
を

考
え
る
会
原
事
務
長
が
駆
け

つ
け
、
連
帯
の
挨
拶
を
受
け

ま
し
た
。

続
い
て
、
今
年
度
定
年
退

職
さ
れ
る
組
合
員
を
紹
介

し
、
記
念
品
を
贈
呈
し
、
労

を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

越
坂
組
織
部
長
が
済
州
島

平
和
研
修
報
告
、
堀
部
教
宣

部
長
が
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
に

つ
い
て
の
講
演
を
行
い
、
旗

開
き
を
終
了
し
ま
し
た
。

ま
た
、
旗
開
き
の
前
段
で

地
本
Ｏ
Ｂ
総
会
を
開
催
し
、

多
く
の
Ｏ
Ｂ
が
旗
開
き
に
参

加
し
、
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

改
悪
反
対
！
人
間
が
人
間
ら

し
く
生
き
ら
れ
る
社
会
の
実

現
、
職
場
か
ら
労
働
組
合
の

運
動
を
強
化
・
発
展
す
る
た

め
に
、
こ
の
一
年
間
最
大
限

奮
闘
し
よ
う
」
と
ま
と
め
、

旗
開
き
を
閉
会
し
ま
し
た
。

競
争
に
よ
る
共
倒
れ
や
安
全

性
が
低
下
を
す
る
こ
と
な

く
、
効
率
良
く
有
機
的
に
結

び
つ
い
て
、
誰
で
も
何
処
で

も
、
移
動
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
整
備
さ
れ
た
社
会
を

目
指
し
て
具
体
化
し
て
行
き

ま
す
。
「
誰
で
も
」
と
は
、

体
に
ハ
ン
デ
ィ
の
あ
る
方
も

健
常
者
も
、
お
年
寄
り
か
ら

免
許
を
持
た
な
い
学
生
か

ら
、
都
市
か
ら
限
界
集
落
ま

で
と
い
う
意
味
で
す
。

こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
残

念
な
が
ら
廃
案
に
な
っ
た
交

通
基
本
法
に
も
通
じ
る
も
の

で
す
が
、
私
な
り
の
ア
プ
ロ

ー
チ
で
具
体
化
し
て
い
き
ま

す
。例

え
ば
、
ロ
ー
カ
ル
線
存

続
の
声
は
、
地
方
の
組
合
員

の
皆
さ
ん
か
ら
数
多
く
寄
せ

ら
れ
ま
す
。
一
方
、
こ
れ
か

ら
電
気
自
動
車
の
普
及
が
見

込
ま
れ
ま
す
。
し
か
し
、
航

続
距
離
が
非
常
に
短
い
の
が

短
所
で
す
。
そ
こ
で
、
ロ
ー

カ
ル
線
の
駅
等
に
電
気
自
動

車
用
の
充
電
設
備
を
充
実
さ

せ
、
駅
ま
で
電
気
自
動
車
で

来
て
、
駐
車
と
同
時
に
充
電

し
、
鉄
道
で
目
的
地
へ
行
き
、

帰
り
は
満
充
電
で
帰
る
「
パ

ー
ク
＆
チ
ャ
ー
ジ
」
の
シ
ス

テ
ム
を
つ
く
れ
ば
、
鉄
道
と

マ
イ
カ
ー
が
有
機
的
に
結
合

し
、
ロ
ー
カ
ル
線
の
乗
車
率

も
上
が
り
、
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出

量
も
減
ら
せ
る
と
い
う
具
合

に
な
り
ま
す
。
充
電
す
る
電

気
が
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
発
電
さ
れ
て
い
れ
ば
理
想

的
で
す
。

ロ
ー
カ
ル
線
存
続
の
声

は
、
都
市
部
の
旅
行
好
き
、

鉄
道
好
き
の
皆
さ
ん
か
ら
も

数
多
く
お
聞
き
し
ま
す
。
加

え
て
観
光
立
国
を
目
指
し
、

現
在
の
５
倍
の
３
０
０
０
万

人
の
外
国
人
観
光
客
を
招
こ

う
と
す
る
日
本
に
と
っ
て
、

大
陸
と
違
う
海
岸
線
や
山
間

を
走
る
鉄
道
の
旅
は
貴
重
な

観
光
資
源
で
す
。
津
波
で
流

さ
れ
た
被
災
地
域
の
鉄
道
の

復
旧
は
喫
緊
の
重
要
な
課
題

で
す
。
地
域
住
民
の
重
要
な

社
会
イ
ン
フ
ラ
の
機
能
だ
け

で
な
く
、
産
業
の
将
来
や
今

後
期
待
さ
れ
る
観
光
資
源
と

し
て
も
安
易
に
廃
止
あ
り
き

で
進
ん
で
は
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
、
社
会
の
課

題
と
鉄
道
を
有
機
的
に
結
び

つ
け
な
が
ら
、
具
体
的
に
交

通
政
策
を
提
言
し
て
い
き
ま

す
。
組
合
員
の
皆
さ
ん
か
ら

も
、
災
害
に
強
い
鉄
道
づ
く

り
の
観
点
を
は
じ
め
、
色
々

な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
田
城
事
務

所
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

皆
で
一
緒
に
、
「
地
球
に
優

し
い
総
合
交
通
政
策
」
を
つ

く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

（２）第３３１号 Ｊ Ｒ 東 海 労 ２０１３年（平成２５年）２月１日

名
古
屋
地
本
は
１
月
15

日
、
ウ
ィ
ン
ク
あ
い
ち
で
、

２
０
１
３
年
旗
開
き
を
開
催

し
ま
た
。
山
田
委
員
長
は
年

頭
所
感
で
、
ボ
ー
ナ
ス
カ
ッ

ト
愛
労
委
、
リ
ニ
ア
反
対
の

闘
い
、
三
重
に
お
け
る
掲
示

板
設
置
を
求
め
る
闘
い
な

ど
、
今
年
１
年
の
課
題
に
つ

い
て
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
の

先
頭
で
闘
う
決
意
を
述
べ
ま

し
た
。

名
古
屋
地
本

静
岡
地
本

新
幹
線
関
西
地
本
は
１
月

日
、
西
町
甲
東
会
館
で
２

13０
１
３
年
旗
開
き
を
開
催
し

ま
し
た
。
旗
開
き
は
畑
野
書

記
長
の
司
会
で
始
ま
り
ま
し

た
。小

林
委
員
長
は
年
頭
所
感

で
「
①
政
権
を
と
っ
た
自
民

党
は
原
発
推
進
、
消
費
税
増

税
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
推
進
、
日
米
軍

事
同
盟
の
強
化
、
集
団
的
自

衛
権
の
行
使
、
国
防
軍
の
創

設
、
憲
法
改
正
で
あ
り
、
資

本
の
生
き
残
り
を
か
け
た
政

治
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い

る
。
②
企
業
に
よ
る
首
切
り
、

イ
ジ
メ
、
そ
し
て
自
殺
が
報

じ
ら
れ
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
東
海

も
例
外
で
は
な
く
、
と
り
わ

新
幹
線
関
西
地
本

け
遅
刻
に
対
し
て
は
常
軌
を

逸
し
て
お
り
、
人
間
性
を
否

定
し
会
社
の
奴
隷
に
な
れ
と

い
う
姿
勢
で
あ
る
。
③
昨
年
、

仲
間
の
首
切
り
を
許
さ
ず
、

高
齢
法
を
悪
用
し
た
組
織
破

壊
攻
撃
と
闘
っ
て
き
た
。
会

社
の
不
当
性
を
社
会
に
広
く

訴
え
る
闘
い
を
更
に
更
に
強

化
し
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な

状
況
下
で
私
た
ち
は
ど
う
生

き
る
の
か
、
ど
う
い
う
闘
い

を
職
場
か
ら
展
開
す
る
の
か

が
問
わ
れ
て
い
る
」
と
訴
え

ま
し
た
。

続
い
て
、
来
賓
の
本
部
淵

上
委
員
長
か
ら
の
挨
拶
を
受

け
、
そ
の
後
、
関
西
地
本
初

代
執
行
委
員
長
の
舟
山
さ
ん

か
ら
「
２
０
１
３
年
を
闘
う

に
あ
た
っ
て
～
職
場
の
闘
い

と
改
憲
反
対
、
９
条
を
守
る

闘
い
と
を
～
」
の
記
念
講
演

を
受
け
ま
し
た
。

二
部
の
懇
親
会
で
は
、
鉄

道
フ
ァ
ミ
リ
ー
取
締
役
石
川

営
業
部
長
、
中
崎
Ｏ
Ｂ
会
長
、

各
分
会
、
Ｏ
Ｂ
の
皆
さ
ん
が

挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

高
岡
副
委
員
長
は
「
反

戦
！
反
核
・
反
原
発
！
憲
法

年
が
明
け
た
と
思
っ
た

ら
、
も
う
２
月
に
な
り
ま
し

た
。イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
ノ
ロ

ウ
イ
ル
ス
が
流
行
し
て
い
ま

す
が
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
は

元
気
で
業
務
や
組
合
の
活
動

を
し
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。
私
は
元
気
に
、
１
月
28

日
に
開
会
し
た
第
１
８
３
回

通
常
国
会
に
臨
ん
で
い
ま

す
。と

こ
ろ
で
、
私
の
公
約
と

も
い
え
る
「
３
つ
の
実
現
」

の
中
に
「
地
球
に
優
し
い
総

合
交
通
政
策
の
実
現
」
が
あ

り
ま
す
。
田
城
事
務
所
で
は
、

東
日
本
大
震
災
と
福
島
第
一

原
発
事
故
等
で
遅
れ
て
い
た

こ
の
政
策
提
言
を
具
体
化
す

る
た
め
に
、
昨
秋
に
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
鉄
道
を
中
心
に
陸
海
空

の
公
共
交
通
と
マ
イ
カ
ー
等

の
交
通
網
が
、
行
き
過
ぎ
た

中
央
本
部
事
務
所
移
転
の
お
知
ら
せ
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